
 
 

平成 28 年 3 月 3 日 

(一社)PC 建設業協会 

 

生産性向上の推進 

 

１．標準化による生産性の向上 

（１）部材断面形状・寸法の単純化・標準化・規格化により、一層の生産性向上が図れる 

① 未標準化構造の標準化および標準図の整備 

現在、プレテン桁、コンポ桁は標準化（JIS 化）されているが、それ以外の構造は

標準化されていない。以下の構造について官民の協力により標準図の整備等を図

りたい。 

・場所打ち構造（中空床版、箱桁橋など） 

・プレキャスト構造（Ｕ型コンポ橋、ブロックホロー橋など） 

② 形状の単純化 

    例）ハンチ形状、ウェブ形状、桁高変化等 

③ 標準化された構造の活用に向けた橋梁計画 

  ・橋梁区間が単純な道路線形となるような道路計画をしていただくよう提案したい。 

（バチの排除や直線橋および直線に近い斜橋の採用など） 

  ・架設現場に仮置き、組立ヤードを確保していただけるよう提案したい。 

 

２．プレキャスト技術の拡大 

（１）プレキャスト化することによる生産性の向上 

〔※スパン 25～40m の場所打ち構造（中空床版橋、単純箱桁橋、連続版桁橋）の 

プレキャスト化（PC コンポ橋、U 型コンポ橋、ブロックホロー桁橋）を想定〕 

・労務人員削減効果（労務工数が 40％減） 

・安全性向上効果（災害リスクが 57％減） 

・工程短縮（現場での工程が約 50％減） 

・品質・耐久性の向上（表面から 35mm の位置で、塩化物イオン濃度が 1.2kg/m3 にな

るまでの年数は 1.8 倍以上） 

・環境負荷低減（工場製作プレキャスト桁は場所打ち桁の CO2 排出量と比べ 11％減、

さらに低炭素型セメント結合材を使用することで 20%減） 

・機械化による生産性向上と更なる可能性（養生や緊張管理の ICT 化等） 

・担い手不足に対応（工場での安定した就業、良好な就業環境の確保、女性の活用） 

 

（２）生産性向上・プレキャストの活用を進めるための課題と施策の提案 

 １）構造選定の段階において、プレキャスト構造が適切に評価されるための環境整備 

・プレキャスト構造の活用を進めるため、PC 建協会員企業の努力（機械化、省力化

等）とともに、発注者側の施策の実現等により、初期コストを場所打ち構造と同等程
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度にできるように目指す。 

・併せて、構造型式の選定において、プレキャスト構造が適切に評価される総合評価の

導入を検討し、提案したい。 

    〔評価項目〕初期コスト、環境配慮（施工中の環境負荷低減）、省人化・省力化（現

場での労務）、工程短縮（短縮による社会便益性、通行止めによる外部コスト）、低炭

素化（低炭素型セメントの使用による CO2 排出量削減）、耐久性・経済性（LCC） 

 

 ２）計画段階でのプレキャスト構造採用に向けた検討促進 

① コンサルタントへの検討義務 

コンサルタントへの業務委託契約時に、必要なものについては、プレキャスト構造

を比較検討することを義務づける等について検討し、提案したい。 

② 発注方式 

詳細設計付き発注、デザインビルド、技術提案・交渉方式などの採用により、PC

に関する専門技術力を活用し、コスト・工期・品質などの最適化が期待できる。これ

らについて検討し、国交省との勉強会を実施していただき、併せて試行工事の実施を

提案したい。 

 

３）具体的な実務上の課題（コスト引き下げのための提案） 

① セグメント継目部の設計基準見直し検討 

② 鉄筋結束箇所、スポット溶接の規制見直し検討 

③ 運搬に関する規制見直し検討 

 

３．ICT 技術の活用 

（１）CIM データの作成および運用に関するルール 

どの段階でデータ作成を行い、どういった形式でどのように引き渡していくのかルー

ルの整備を検討し、提案したい。 

 

（２）施工管理における ICT の活用 

ICT 技術を活用した施工管理や承認手続きの効率化に向けた協力体制の構築を検討

し、提案したい。 

  〔考えられる ICT 技術〕 

電子書類による承認、動画送信による検査（立会検査、工場検査など）、タブレットを

活用した現場管理（書類作成・提出の簡素化など）、クラウドサーバーを活用した電子

書類の共有化、３次元レーザースキャナを活用した出来形計測、デジタル画像を活用

した出来形計測、ドローンによる測量 など 

 

以上 
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平成28年 ３月 ３日

【 生産性向上の推進 】

１．これまでの生産性向上の取組み

２．海外における生産性向上の事例

３．生産性向上におけるコストダウン事例

４．標準化による生産性向上

５．構造・工法選定の最適化

６．プレキャスト構造選定における具体的な評価手法

（参考資料）

参考資料１：プレキャスト化を推進するための具体的課題

参考資料２：海外事例の関連記事

i-Construction
コンクリート生産性向上検討協議会 配布資料
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（１）プレキャスト構造における生産性向上の取組み

（２）場所打ち構造における生産性向上の取組み

JIS桁（ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝﾎﾛｰ桁）

生産性向上の推進

１．これまでの生産性向上に関する取組み

◆鉄筋のプレファブ化、定着部のプレキャスト化、型枠兼用ＰＣ板の活用、プレテンウエ

ブの採用、など

・部分プレキャストを設計段階から考慮することにより生産性向上

定着部のプレキャスト化鉄筋のプレファブ化 型枠兼用ＰＣ板

現場型枠内で配筋をするのではなく、別ヤード・
工場等で鉄筋だけを組み立て(ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞ化)現場に持
ち込む。
⇒作業性、安全性の向上。機械化の可能性が広が

る。

鉄筋、シース、定着装置、定着部補強筋等で
複雑な定着部をあらかじめ工場等で製作し、
現場の型枠内にセットして施工する。
⇒作業性、安全性の向上。品質向上。

工場製作の薄いPC板を型枠代わりに用いて
施工する。合成構造の利点を活かしながら支
保工、型枠の組みばらしが不要となる。 ⇒
作業性、安全性の向上。

プレキャストPC床版

橋軸方向に分割したプレキャスト部材（工
場製作）を接合させて一体化したＰＣ床版。
⇒作業性、安全性の向上。品質向上。

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｾｸﾞﾒﾝﾄ（PC箱桁）

PCコンポ橋（I桁） PCコンポ橋（U桁）

品質の行き届いたJIS工場で製作。クレーン、
架設桁等によって桁架設を行い、間詰め部を現
場にて施工する。 ⇒作業性、品質向上。

防災構造物（ｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ、ﾛｯｸ･ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ）

あらかじめ工場や製作ヤードで分割して製作した
プレキャスト部材を架設地点で接合しプレストレ
スを与えて一体化する工法。⇒作業性、品質向上。

主桁をプレキャストセグメント工法で製作し、床版にはプレキャストPC板
を使用したPC合成床版を採用。 ⇒作業性、安全性の向上、品質向上。

プレキャスト部材（工場製作）を接合させて一体化した防災構造物。
⇒作業性、品質向上。

1
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１．これまでの生産性向上に関する取組み

箱桁等のウエブ部材を現場で施工するのでは
く、工場製作プレテン部材を用いて施工する。
軽量化、施工の省力化が図れる。⇒作業性、
安全性の向上。品質向上。

プレテンションウェブ

地覆高欄をブロックに分割して工場で製作
し、現場で組み立て、接合する。
⇒作業性、安全性の向上。品質向上。

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ壁高欄（橋面工）

（３）架設機械による生産性向上の取組み

◆移動支保工、押出工法、スパンバイスパン工法など

（４）新材料を使用することによる生産性向上の取組み

◆プレグラウトＰＣ鋼材、締固め不要コンクリート、高強度コンクリートと高強度鋼材など

プレグラウトPC鋼材
締固め不要コンクリート
（高流動コンクリート） 高強度コンクリートと高強度鉄筋の使用

押出し工法 スパンバイスパン工法移動支保工

架設桁に１径間分のセグメントを吊り下げ、プ
レストレスを導入して一体化する架設工法。
⇒現場施工の省力化、工期短縮。

地上で橋体を製作し、これを押し出して所定の
位置に設置する架設工法。鉄道や他の道路上に
架設する場合安全性が高まる。
⇒作業性、安全性の向上。

１径間分の支保工と型枠装置を有する設備(移動支
保工設備)を用いて、橋体を１径間ごとに施工する
架設工法。設備内での繰り返し作業。径間数が一
定以上あれば経済的。⇒作業性、安全性の向上。

あらかじめ後硬化型の樹脂が塗布され、その外
側をシースに包まれたPC鋼材。現場でのグラ
ウト作業が不要。
⇒現場作業の省力化、工期短縮。

型枠に流し込むだけで、材料分離することな
く充填されるコンクリート。コンクリート打
設時の振動締固め作業が不要。
⇒現場作業の省力化。

高強度な材料を使用することによる断面の縮小化、部材の
軽量化。
⇒現場施工の省力化、スパンの長大化。

2

生産性向上の推進

5



パッケージ１ パッケージ２ パッケージ３

ベトナムでの生産性向上事例

架設機材の大型化・架設サイクルのシステム化により、
当初予定３０ヶ月の工程を１５ヶ月に短縮

・下部工より60トン門形クレーンを使用。桁架設時は門形クレーンで相吊りする

ことにより、桁10本架設（通常14日）を２晩で架設

・鋼製型枠の転用により架設サイクルをシステム化し、フーチング、橋脚、脚頭部

の各サイクルを２～７日の短期間で施工

・スーパーT桁製作はベトナム初の蒸気養生設備を導入し、５日間を２日間に短縮

工事概要：ハノイ市環状3号線建設工事

（パッケージ 2：チュン・ホアＩＣ--タイン・スアンＩＣ 工区）

橋梁延長：高架橋 2,070m + 4 ランプ橋 447.6m,

合計 2,517.6m

工 事 量 ：スーパーＴ桁 合計 600 本

場所打杭 合計 544 本

土工事 9,431 m3

舗装工事 55,408 m2

２．海外における生産性向上の事例

3

生産性向上の推進

※当工事は3パッケージ中で最も遅くスタートした為、

当工事の完工次第で開通日が決定される状況であり、

早期開通のため工期短縮が要請された。
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ベトナムでの生産性向上事例

２．海外における生産性向上の事例

4

生産性向上の推進

①杭の施工

②フーチング（パイルキャップ）

③橋脚（鋼製大型型枠）

④脚頭部（鋼製大型型枠）

④脚頭部（鉄筋のプレファブ化）

⑤桁架設（門型クレーン相吊り）

⑥桁架設完了

⑦床版（打設時のフィニッシャー）

⑧高欄（鋼製型枠）

⑨舗装
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（１）ＰＣコンポ橋の事例

PCコンポ橋は、旧建設省土木研究所とＰＣ建協の共同研究の成果で、
高耐久化・省力化・コスト縮減が図れる構造です。

◆社会的要請（耐久性向上、コスト縮減〔ライフサイクルコスト低減〕）に応えるべく、
建設省土木研究所（現国立研究開発法人土木研究所）と共同研究を行った成果

（平成７年～平成９年）

※共同研究報告書：

コンクリート橋の設計・施工の省力化に関する共同研究報告書(Ⅱ)

－ＰＣ合成げた橋（ＰＣ合成床版タイプ）に関する研究－（平成10年１2月）

【特 長】

・高耐久（高品質）：工場製作のPC板の使用

・省力化（合理化）：主桁はプレキャストセグメント工法を基本とし、PC板を用いる

ことにより全面吊り足場が不要（現場作業の減少により工期短縮）

・実績数：約７００橋（１９９６年～２０１１年）

・経済性：場所打ちポストテンションT桁と比較して、5～15％程度のコスト縮減

３．生産性向上におけるコストダウンの事例

主けたセグメント

ジベル筋

主けたセグメント

場所打ち床版

プレキャストPC板

≪積算比較例（I桁：支間35m）≫

※橋体幅 Ｗ＝10.7m

※上記工事費は橋体工のみであり諸経費を含む。

注）PCコンポ橋開発当時（H10）に試算

（建設省標準の１径間の橋体面積当たり

の工事費を１.0とした時の工事費比率）

（径 間 数）

建設省標準

PCコンポ橋 ｺｽﾄ縮減

【Ｔ桁橋】

【ＰＣコンポ橋】

ＰＣ板

場所打ちコンクリート

主桁

主桁

5

径間数 1 2 3 4 5 6

①ＰＣコンポ橋 0.86 0.75 0.71 0.67 0.66 0.65

②建設省標準 1.00 0.84 0.79 0.76 0.74 0.72

比率（①/②） 0.86 0.89 0.90 0.88 0.90 0.90

建設省標準の１径間の橋体面積当たりの工事費を１.0

とした時の工事費

生産性向上の推進
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6

生産性向上の推進

◆部材の単純化・標準化・規格化により、設計（図面）、型枠、鉄筋加工・組立、

コンクリート打込み容易性等において生産性向上

・現状では、プレテン桁（支間24m以下）、コンポ桁（支間25～45m）は標準化

（JIS化）されており、標準図がある（PC建協発刊図書）。

・未標準化の構造について、標準化を拡大することにより生産性向上

⇒標準図の整備 場所打ち構造：中空床版橋、箱桁橋など

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ構造：U型ｺﾝﾎﾟ橋、ﾌﾞﾛｯｸﾎﾛｰ桁など

４．標準化による生産性向上

（例）
【プレテンT桁の推奨仕様】

（JIS A 5373）

【標準図（PC建協発刊図書】
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【 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ 】 工場労務工数 200（40％）

現場施工労務工数 100（20％）

（１）プレキャスト構造の優位点
◆担い手不足に対応：工場での安定した就業、良好な就業環境の確保、女性の活用を図

ることができる。

◆工期を短縮することができる。

◆安定かつ高い品質を提供することができる。

◆機械化等による生産性向上と更なる可能性（養生や緊張管理のＩＣＴ化等）

標準化による型枠転用、生コン打設の効率化、緊張作業の効率化

（２）場所打ち構造をプレキャスト化することによる生産性向上

５．構造･工法選定の最適化

◆プレキャスト化の対象となる橋梁（試算ではポステン橋の約10%）

300（60％）

40%削減

◆労務人員削減効果（試算では40％減）

25 500
支間長(m)

施
工
条
件

（
運
搬
条
件
）

（
架
設
条
件
）

プレテン（工場製作） 場所打ちポステン

場所打ち構造の
一部をプレキャスト化

できる橋梁

構造形式変更により
プレキャスト化の
可能性がある橋梁

連続ラーメン橋
エクストラド－ズド橋
斜張橋 など①プレキャスト化を

検討できる橋梁

T桁橋
ホロー桁橋

【場所打ち構造】 【プレキャスト化する場合】

中空床版橋 PCコンポ橋

単純箱桁橋 U型コンポ橋

連続版桁橋 ブロックホロー桁橋

①

• 平成２６年度受注実績による試算（単位：億円）

ポステン 1781 プレテン
221

プレキャスト化を検討できる橋梁 328 （ポステンの18.4％）
(中空床版橋・単純箱桁橋・連続版桁橋の合計）

内50％がプレキャスト構造に転換できると仮定 164 （ポステンの
9.2％）

• 場所打ち中空床版橋をプレテン中空床版橋にプレキャスト化する場合の積算を検討

【場所打ち】 現場施工労務工数 ５00（100%）
とすると、

プレキャスト化

7

生産性向上の推進
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（３）プレキャスト化を推進するための施策の提案（適材適所）

① 構造選定の段階において、プレキャスト構造が適切に評価されるための環境整備

プレキャスト構造の活用を進めるため、PC 建協会員企業の努力（機械化、省力化

等）とともに、発注者側の施策の実現等により、初期コストを場所打ち構造と同等程度

にできるように目指す。併せて、構造型式の選定において、プレキャスト構造が適切に

評価される総合評価の導入する。

◆省力化・省人化が優位となるような評価

◆工程短縮による社会便益向上に対する評価（特に現場工期の短縮・通行止め期間の短

縮等）

◆現場周辺の環境負荷の低減（騒音・振動等）に対する評価

◆工場製品とすることによる品質･耐久性向上に対する評価

② コンサルタントへの検討義務

コンサルタントへの業務委託契約時に、必要なものについては、プレキャスト構造

を比較検討することを義務づける。

③ 詳細設計付き発注・デザインビルド

◆詳細設計と施工を一括で発注することで、民間の高度な技術力を活用し、コスト・工

期・品質などを最適化する。

◆構造形式選定の段階から民間の高度な技術力を活用することで、高度かつ最適な構造

物を提供する。
構
造
形
式
選
定

基
本
設
計

詳
細
設
計

施
工

③ 詳細設計付き発注

③ デザインビルド

① 構造選定段階
② コンサルへの業務委託

６．構造･工法選定の最適化

場所打ち プレキャスト 備考

労務人員 100 工場40+現場20 = 60

労働災害比率 1.75（現場作業） 1.00（工場作業） PC建協調査

災害リスクの推定値 100 40/1.75+20 = 43 相対値で評価

・死亡災害を根絶（過去10年工場での死亡災害ゼロ）
・災害リスクは57%低減

◆安全性向上効果

8
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環境
配慮

省力化
省人化

工程短縮 低炭素化 耐久性
経済性

(2)
評価

場所打ち構造

プレキャスト構造

備考

施工中の環
境負荷低減

現場での労
務

短縮による
社会便益向上

通行止めによる
外部コスト

低炭素型
セメントの
使用による
CO2排出量

削減

工場製品に
よる耐久性

向上
LCC

プレキャスト技術を用いることで向上する付加価値の評価項目

○プレキャスト構造選定における評価項目表（案）

○プレキャスト化による付加価値の評価

（１）環境配慮 ⇒施工中の環境負荷低減に対して
①騒音・振動

定量的指標：騒音（振動）累積値 ＝ Σ（各作業時間×dB）

②粉塵

定量的指標：粉塵発生の可能性 ＝ Σ（粉塵発生作業時間）

③水質汚濁

定量的指標：コンクリート打設時と仮定 ＝ 現場で打設するコンクリート体積

（２）省力化・省人化
①労務

定量的指標：調達容易性 ＝ 現場での労務者延べ人数

②省力化・省人化

定量的指標：現場生産性 ＝ （労務者数）×（施工日数）

③作業所全休日

定量的指標：休日確保 ＝ 作業所全休日

（３）工期短縮
①早期開通による経済効果

定量的指標：社会的便益性（早期開通）＝ 社会的コスト効果

②現場工期短縮による経済効果

定量的指標：社会的便益性（現場工期短縮）＝ 外部コスト（通行規制期間の影響を

コスト換算）

６．プレキャスト構造選定における具体的な評価手法

（１）（２） （３） （４） （５）

9
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（４）低炭素化
①低炭素型セメント採用による効果

定量的指標：低炭素型セメント使用 ＝ ＣＯ 排出量

②高強度コンクリート採用による効果

定量的指標：高強度コンクリート使用 ＝ ＣＯ 排出量

（５）耐久性およびＬＣＣ

①高強度コンクリート採用による効果（高炉スラグなどの混和材を用いた高耐久性コン
クリートも同様）

定量的指標：高強度コンクリート使用 ＝ 塩分浸透抵抗性、中性化速度

②工場製作により耐久性向上

定量的指標：工場製作による高品質化 ＝ 工場で製作するコンクリート体積

６．プレキャスト構造選定における具体的な評価手法

10
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プレキャスト化を推進するための具体的課題 （設計・施工）

分類 重要性 施策の提案 現状・問題点 効 果 補 足

全般 ◎

部材の単純化・標準化・規格化
・未標準化の構造について標準化を図り、
標準図を整備して、活用できる枠組みを
整備していただきたい。

・プレテン桁、コンポ桁は標準化（JIS化）さ
れており、標準図がある（PC建協発刊図
書）。
・それ以外の構造は標準化されていない
（標準図がない）。

・型枠転用、鉄筋加工・組立、コンクリート打
込み容易性等において生産性向上が図ら
れる。
・機械化の可能性も広がる。

未標準化の構造：
・場所打ち構造（中空床版橋、箱桁橋など）
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ構造（Ｕ型ｺﾝﾎﾟ橋、ﾌﾞﾛｯｸﾎﾛｰ桁など）

単純化の例：隅角部におけるハンチの省略

設計

◎

セグメント継目部設計基準の見直し
・道示では3.2(2)の規定(*1)の他に､17.3.2､
(2)の規定(*2)があり、一定の条件下では
後者を見直していただいたい。

・海外の規定は左記(*1)のみが多い。
・左記(*2)の規定のため、海外に比べ桁高
が高くなったり、鋼材量が多くなるケースが
ある。

・桁高、鋼材量等を合理化でき、コスト縮減
に繋がる。

セグメント継目部に対し､
・(*1)活荷重に対し引張応力を認めない。
・(*2)活荷重を1.7倍した荷重に対し、引張応力度
を2.5N/mm2程度以下にする。
一定の条件下：
良好な環境条件､PEｼｰｽの使用､接着剤材料と施
工の品質

せん断に対する設計基準の見直し
（プレストレスによる摩擦抵抗を正当に評
価）

・プレストレスによる摩擦抵抗について安
全率を3程度確保している。

・合理的設計ができる。コスト縮減に繋がる。
新たな道示で部分係数法になれば、摩擦は考慮し
なくなる可能性もあるとも聞いている。

プレキャスト部材の設計手法の道示への
反映

・ＰＣ工学会の設計規準でプレキャスト部
材の設計手法はほぼ確立されているが、
この内容が道示には反映されていない項
目もある。

・計画設計段階でのプレキャスト採用の
ハードルが低くなる。

高強度材料の採用
（道示への反映）

・高強度材料に関する規定が道示にない。
・断面を小さく標準化できる。下部工も含め
て生産性の向上に繋がる。

製作

◎
鉄筋結束箇所が省略できる規定等の整
備
スポット溶接規制の見直し

・現状は全交点を結束を求められることが
多い。
・スポット溶接は原則として認められない
（道示）。

・鉄筋組立における効率が向上し、生産性
向上が図られる。
・鉄筋のプレファブ化がし易くなり、生産性向
上が図られる。
・機械化の可能性も広がる。

・道示では「鉄筋の交点の要所を」「ｺﾝｸﾘｰﾄ打込
み中に動かないよう」という規定。明確な規定がな
いので、全交点結束を求められることが多い。
・道示では「原則として溶接を行ってはならない」と
規定されている。

高流動コンクリートの採用
（フロー値による管理規定の設定）

・工場製作なので均し面を水平にできるな
ど高流動コンクリートが採用しやすい。
・スランプ規定が主になっているので高流
動コンクリートを採用しにくい。

・コンクリート打込みにおける工数、工期が
縮減でき、生産性向上に繋がる。

運搬 ◎

運搬に関する制約の見直し
①分割可能貨物の制限緩和の適用範囲

をポールトレーラにも拡大
②許可時間、連行禁止条件の制限緩和
③トレーラ新規導入時の実際に運搬する

貨物とセットでの申請緩和

・運搬に関する規制があり、プレキャスト製
品の適用範囲に制約がある。
・運搬効率が低い。

・運搬効率が上がり、プレキャスト製品の適
用範囲が拡大し、プレキャスト化の促進が
図られる。

①制限緩和： 平成15年10月1日より、特殊車両（ﾄ
ﾚｰﾗ連結車の特例8車種)の許可限度重量が44ﾄﾝ
に。
②許可時間： 桁長が20mを越える場合、0:00～
6:00という条件が付される場合が多く、運搬距離に
制約を受ける。
③長尺の桁はコンスタントに製作されないので、新
規トレーラの導入がしにくい。

架設・
現場施工

仮置き、組立ヤードの確保
・製作を現場での組立、架設状況に合わ
せて行ったり、工場内、周辺に仮置きヤー
ドを確保したりしている。

・工場製作の効率化が図られ、生産性が向
上する。

・土工区間の工期を調整して、そこにヤードを設け
る方法もある。

1
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プレキャスト化を推進するための具体的課題 （発注形式・計画）

分類 施策の提案 現状・問題点 効 果 補 足

発注形式

詳細設計付き発注、デザインビルト、技術提案･交
渉方式などの採用
（民間の高度な技術の活用）

・詳細設計が場所打ちでされている工事を、受注後にプ
レキャストに変更するのは設計を見直すことになり、難
しい。

・コスト、工期、品質などの最適化が図られ、
生産性向上が図られる。

工場製作に関する余裕工期の設定
（中期間の工期内でいつ製作しても良い自由度を
もった発注とする）

・製作・架設共にぎりぎりの工期設定であり、生産性が
低下する場合がある。

・工場の製作の平準化が図られ、生産性向
上に繋がる。

計画

プレキャスト構造が適切に評価されるための評価
手法の導入

・初期コストに重きが置かれ、環境配慮、省人・省力化、
現場工期短縮、耐久性・LCC等の初期コスト以外に及
ぶ効果が適切に評価されていない。

・プレキャスト採用が進み、生産性向上が図
られる。

計画段階におけるPC専門技術者の参画（委員会
等）
コンサルタントにPC専門技術者の意見照会を義務
づけ

・計画段階でPC専門技術者の意見が取り入れられてい
ない。
・プレキャスト構造が適切に採用されていない。

・プレキャスト採用が進み、生産性向上が図
られる。

道路線形等への生産性向上に関する配慮
（道路線形を工夫し、直橋もしくは直橋に近い斜橋
にする）

・道路線形等に生産性向上への配慮が少ない。
・斜角が導入され、桁の長さが1本ごとに異なる事例が
ある。
・バチが用いられ、生産性向上に繋がらない事例がある。

・プレキャス採用が進み、現場工期を短くで
き、生産性向上が図られる。

・橋台位置を見直す方法もある

現地製作サイトの導入
（建設区間が連続・近接していて、桁製作が一定以
上ある場合、数工区分のプレテン桁製作サイトを現
場付近に作ることを検討）

・工区ごとに検討されるので、プレキャスト構造が採用さ
れにくい。

・運搬費が安くなり、プレキャストが採用され、
生産性向上が図られる。

・現地の生コン業者から供給で
きる。
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【出典】 土木施工，2012年12月（Vol53，No.12） 参考資料２
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【出典】 日経コンストラクション（2012年11月12日号）
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【出典】 National Report of Japan on Prestressed Concrete Structure，
　　　　　第4回 fibコングレス2014，ムンバイ
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【出典】 PCプレス，2013年9月号（Vol.002）
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